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研究成果の概要（和文）：本研究は、学校から職業生活全般を通じた長期的スパンでのキャリア
構築の現状を明らかにして、人事データと個人データの統合を図ることを目的にして実施した。
まず、学校から職業への移行に関しては、大学生の職業選択の現状を明らかにした。第 2 に、
日本企業で働く従業員に対する大規模調査をもとに、キャリアに関する心理的な測定尺度を検
討した。第 3 に、それらを使用して、大手企業における従業員調査を実施し、人事データとマ
ッチングさせた分析を行った。 
 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this research project was to analyze the career 
process through life span and to develop the integration of personnel data in the 
corporation and employees’ data . First, in the matter of the transition from school to work, 
we examined the current state of the occupational choice process of university students. 
Secondly, we surveyed employees of Japanese corporations with an aim toward examining 
the structure of career success scales. Thirdly, we analyzed the matching data of personnel 
micro data and employees’ data using career success scales in the large company case.  
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１．研究開始当初の背景 
従来のキャリア研究は、学校から職業への
移行期、昇進や転勤などの職業生涯の中での
転機、引退時期など、キャリア構築において
重要な時期を断片的にとらえ、個人のキャリ
アや企業の人事制度等を対象にした研究蓄
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積が行われてきた。しかし、個人の職業キャ
リアは、学校から職業生涯を通じて長期にわ
たって連続的に展開されるため、縦断的な視
点はきわめて重要である。同時に、個人のキ
ャリアプロセスに関して、個人の主観的な認
識と客観的な状況の相互の関連性について
も視野に入れることにより、キャリアの展開
の実態に迫ることが可能となる。その際、特
に個人のキャリア意識に関しては、今日のわ
が国の労働市場の構造変化や企業の人事戦
略の変化などの状況変化を踏まえた信頼
性・妥当性のある心理的測定尺度が開発され
ておらず、十分な検討ができていないのが現
状である。 
本研究は、学校から職業への移行後長期に
わたる職業キャリアを連続性のあるものと
とらえ、このキャリアプロセスに、人事デー
タと個人データの双方からアプローチをす
る「二つの視点を統合した複合的データ」の
構築を行う点に特徴がある。そのために、経
営学、労働経済学、心理学といった学際的な
専門分野から成る研究グループにより研究
を進めることとした。 
 
２．研究の目的 
本研究は、学校から職業への移行期そして
職業生活を通じて展開されるキャリアプロ
セスに関して、キャリアを体験し意味づける
主体たる個人の視点（主観的・内的ｷｬﾘｱ）、
及び個人のキャリアに影響を与える外的な
企業組織の視点（客観的・外的ｷｬﾘｱ）という
2 つの観点から接近するために、以下の研究
を行うこととした。 
(1)個人の視点は、これを測定する信頼性や
妥当性の高い心理的測定尺度を開発する
ことにより測定する。 
(2)この主観的キャリア・サクセス（心理的
測定尺度）と客観的キャリア・サクセス（人
事データ）を突合させ、「複合的」に構築・
分析することにより、個人のキャリアプロ
セスをトータルに捉える。 
 
３．研究の方法 
5 名の研究者から成る研究チームを組成し、
以下に掲げるテーマについて、データの収
集・分析を行った。研究にあたっては、実務
の現場との意見交換、パイロット研究として
民間企業の協力を得て企業の人事データと
組み合わせて個人データの分析を進めるこ
とにより、実務に応用できる研究成果を目指
した。 
(1) 学校から職業への移行期におけるキャ
リアプロセスの追跡に関して、大学生に対
する学生生活に関する調査の実施、分析に
より、学校から職業への移行期の現状を明
らかにした。 
(2) 個人のキャリアの分析、特にキャリア
意識に関する分析に資する心理的測定尺
度を開発した。 
(3)民間企業の協力を得て、(2)の心理的測
定尺度を利用した従業員調査データ、企業
が持っている人事データを統合して分析
を行い、個人と組織の両面から個々人のキ
ャリアプロセスに接近した。 
 
４．研究成果 
 本研究の研究成果は以下の 3点に集約され
る。 
(1)大学生に対して、学生生活や進路希望等
に関する調査を実施し、その分析により、
学校から職業への移行における現状や課
題を明らかにした。 
(2)キャリア意識に関する海外の研究をサ
ーベイし、日本企業のキャリア開発の今後
のあり方と関連性が深いとみられる尺度
を設計した。具体的には、キャリア自律、
キャリア満足度、心理的契約、時間意識な
どに関する尺度を検討した。この尺度を用
いて、日本企業に勤務する若手から中堅の
社員約 2000 名を対象にアンケート調査を
実施し、尺度の構造について分析を行った。
特に、従業員と個人の関係が変化する現状
を踏まえ、キャリア自律に関する尺度につ
いて分析を深め、日本企業で働く従業員の
キャリア自律の現状や課題について明ら
かにした。 
(3) (2)の心理的測定尺度を利用した企業と
の共同研究として、民間大企業の協力を得
て、従業員約 4000 名に対して調査を実施
し、同時に異動や昇進などの人事マイクロ
データとマッチングさせたデータを整備
し、当該企業の人事的な課題を踏まえた分
析を進めた 
 以上により、キャリアを長期的・連続的に
構築されるものととらえ、個人の置かれてい
る環境と自身のキャリア意識との相互作用
に関して分析する枠組みを提供できた。今後、
本研究の成果を踏まえて、共同研究の企業を
拡大し、雇用システムの変化の中での個人の
キャリア形成のあり方についての研究を深
めることが必要である。 
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